
 

 

【東北ブロック】 

 

官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  
①団体名 青森県八戸市 

②事業名 市営魚菜小売市場の再整備・利活用について 

③本事業の現在の検討ステ

ージ 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

○現在地での再整備（改修・建替え等）を検討中で、耐震診断の  

結果をもとに年内に方針を決定する予定です。再整備後は店舗を

1 階に集約することを検討しており、2 階部分のスペースの活用

方法や管理方法については未定です。 

④サウンディングの目的  

○再整備する施設を含む JR 陸奥湊駅通りは、水産都市八戸にお

いて、周辺に立地する民間の市場と共に、朝を中心とした賑わ

いを形成しながら「魚の町」として発展してきた場所でありま

すが、最近では建物の老朽化や店子の高齢化、商業環境の変化

等により、商業施設としての魅力が低下してきていることから、

公営・民営市場の再整備と沿道の商店街振興を一体的に進める

官民連携のまちづくり事業として進めているところです。 

○公共施設である魚菜小売市場内については、昔ながらの趣のあ

る雰囲気が魅力的との市民や観光客からの評価があり、１階は

これまでの風情を残しつつ、２階については市場としての新た

な価値や、駅通り全体のまちづくりにおける適切な役割を見出

したいと考えています。 

○上記の観点から、魚菜小売市場の２階のあり方について民間事

業者が有する柔軟なアイデアを取り入れたいと考え、サウンデ

ィングを実施するものでありますが、施設の利用形態や整備・

運営方法については現在行っている耐震診断の結果とサウンデ

ィングを踏まえ決める予定です。 

 



 

 

⑤民間事業者に対する質問

事項 

 

○魚菜市場 2 階（約 800 ㎡）を活用して、市民と観光客が利用

することで地区の賑わいを創出する機能を持たせるためにはど

のような業態のテナントに入ってもらうのが良いかについて提

案いただきたい。 

○施設全体の耐震補強をしたうえで、１階の市場機能の改修と同

時に２階も改修を行う予定であるが、２階テナント入居者に対

しての引渡しはどのような手法（現状渡しや耐震補強のみ等）

が想定され、業態によってどの手法が適しているかについて伺

いたい。（設計・施工・管理運営の一括発注は想定していない。） 

 

④対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参加

を確約するものではありません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサル     

7.運営（テナント入居希望者） 

8.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

5.公有地活用    6.包括委託 

7.その他（             ） 
②事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

市営魚菜小売市場の改修（周辺民間市場との一体的な再整備） 

③現状及び課題 ○事業の経緯と現状は上記１④「サウンディングの目的」のとお

りであるが、2 階をテナント貸しするための市場店舗を集約する

方法や、改修期間における店舗の営業形態については、魚菜市場

店子と民間市場の再整備との事業調整が必要である。 

○市場や朝市等を通じて利用される時間帯（午前 3 時から正午）

以外の活用方法について検討が必要である。 

④前提条件 ○魚菜小売市場は、衛生設備等必要な市場機能の他に耐震補強や

長寿命化などを公共施設の改修として行う。 

⑤事業スケジュール（予定） 令和元年度 耐震診断・整備方針決定 

令和２年度 基本・実施設計 

令和３年度 整備工事 

令和４年度 竣工後リニューアルオープン 

（２）対象地  
①所在地（交通情報含む） 青森県八戸市大字湊町字久保 38-1 （JR 陸奥湊駅前） 
②敷地面積 1,420 ㎡  

③土地利用上の制約 商業地域、準防火地域、建蔽率 80%・容積率 400% 

④所有者 八戸市 

⑤周辺施設等 １km 圏内に館鼻公園（展望台や震災伝承施設を併設）、八戸酒造



 

 

（市景観重要建造物）、館鼻岸壁朝市（日本最大級の規模）などの

観光資源がある。 

魚介類の直販施設として、周辺に「浜市場・みなとっと」、市内に

「八食センター」、隣町に「はしかみ浜の駅あるでぃーば」がある。 

⑥対象地周辺の一般的なイ

メージ 

水産都市八戸における「みなとまち」であり、中でも陸奥湊駅通

りは市場・朝市関係者や買い物客により「魚のまち」「市民の台所」

というイメージである。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

 

 

（３）対象施設   

4-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 
八戸市営魚菜小売市場 

八戸市営魚菜小売市場 

（テナント施設） 

②施設の延床面積 1,766 ㎡ 

（１F：966 ㎡ ２F：800 ㎡） 

1,766 ㎡ 

（１F：966 ㎡ ２F：800 ㎡） 

③建物の構成（構造、階数） 
RC 造、２階 RC 造、２階 

④主な施設の内容、導入機

能 

１階 店舗 

２階 店舗、事務所、会議室 

1 階 店舗 

2 階 （検討箇所） 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 

管理運営委託 

（八戸市魚菜商業協同組合） 
   （検討箇所） 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

4-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称   

②規模、能力 等   

 

③運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 

  

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

 

  



 

 

 

■ 添付資料 

市営魚菜小売市場施設概要 

陸奥湊駅前再整備事業概要 

その他詳細は以下をご覧ください 

八戸市市場を核とした湊・小中野地区まちづくり調査業務報告書 
http://www.city.hachinohe.aomori.jp/index.cfm/9,3127,c,html/3127/20190723-112000.pdf 

 


